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記入例

申請書裏面のチェックシートも必ず記入してください。

領収証等は　　　　　 裏面の
領収証等貼付欄へ貼付してください。

別紙付表

※当該年度末時点の満年齢が 18 歳以下の場合は、保護者が申請してください。 

申請 
期限 令和 8 年 2 月 27 日〈必着〉 

（第   1 号様式） 

名古屋市自転車乗車用ヘルメット購入補助金交付申請書兼誓約書兼実績報告書 

 

年  月  日 

（あて先）名古屋市長 

申請者 住  所 〒    － 

名古屋市 

 

 （フリガナ）  

 氏  名  

 電話番号 （       ）    － 

 名古屋市自転車乗車用ヘルメット購入補助金の交付を受けたいので、下記のとおり申請します。 

記 

ヘルメット

の使用者 

氏 名 
□ 申請者と同じ（記入不要） 

 

生年月日 
（西暦）  年   月   日 

住 所 

□ 申請者と同じ（記入不要） 

名古屋市     

 

申請者 

との続柄 

本人 

子・孫・その他（   ） 

購入した 

ヘルメット 

メ ー カ ー  品名又は品番  

安 全 基 準 ＳＧ・ＪＣＦ・ＣＥ（EN１０７８）・ＧＳ・ＣＰＳＣ 購入年月日 年   月   日 

購 入 価 格 円 ヘルメットの購入費用（税込・１個分） 

交付申請額 円 
・購入金額の２分の１（上限２，０００円） 

・１０円未満の端数は切り捨て 

添付書類 
(1)名古屋市自転車乗車用ヘルメット購入補助金申請に係るチェックシート 
(2)代金の支払い手続きが完了したことを証する書類（領収証等） 
(3)別紙付表 
(4)「メーカー」又は「品名・品番」がわからない場合は、保証書や認証マークを明瞭に撮影した写真等、安全基準が確認できる書類 
(5)その他本市が必要と認める書類 

 
（店舗等記入欄）領収証等が添付できない場合は、店舗等記入欄に証明を受けてください。 

購入店舗等 

証明欄 

 上記、メーカー、品名、購入年月日、購入価格のとおり、安全基準を満たすヘルメッ
トを販売したことを証明します。 

      年  月  日 

（店舗等所在地） 

（店舗等名称）                              印 

誓約事項（□に✔を入れてください） 

申請に当たり、次の事項を確認し、遵守することを誓約します。 

(1)過去にヘルメットの購入について、同補助金の適用及び他の補助金の適用を受けていません。（他の自

治体で、愛知県との協調によるヘルメット購入補助金の適用を受けていないことを含む） 

(2)名古屋市暴力団排除条例（平成 24 年名古屋市条例第 19 号）第 2  条第 2  号に規定する暴力団員又は暴

力団員と密接な関係を有する者ではありません。 

(3)同一の補助対象経費に対する他の補助金の適用を受けていません。 

(4)購入したヘルメットは新品であり、中古品（未使用品含む）ではありません。 

(5)ヘルメット購入後に発生した事故等について、県及び市が一切の責任を負わないことについて了承し

ます。 

(6)申請内容に虚偽があった場合は、市に対して補助金を返還します。 

□ 

※当該年度末時点の満年齢が 18 歳以下の場合は、保護者が申請してください。 

申請 
期限 令和 8 年 2 月 27 日〈必着〉 

（第   1  

名古屋市自転車乗車用ヘルメット購入補助金交付申請書兼誓約書兼実績報告書 

 

年  月  日 

（あて先）名古屋市長 

申請者 住  所 〒〇〇〇－〇〇〇〇 

名古屋市××区××町××１２番３４号 

××マンション×××号室 

 （フリガナ） マルハチ タロウ 

 氏  名 丸 八  太 郎 

 電話番号 （  ０５２  ） １２３ － ４５６７ 

 名古屋市自転車乗車用ヘルメット購入補助金の交付を受けたいので、下記のとおり申請します。 

記 

ヘルメット

の使用者 

氏 名 
□ 申請者と同じ（記入不要） 

丸 八  花子 

生年月日 
（西暦）  ２０１５年 １ 月 １ 日 

住 所 

□ 申請者と同じ（記入不要） 

名古屋市     

 

申請者 

との続柄 

本人 

子・孫・その他（   ） 

購入した 

ヘルメット 

メ ー カ ー  品名又は品番 ABC-08 

安 全 基 準 ＳＧ・ＪＣＦ・ＣＥ（EN１０７８）・ＧＳ・ＣＰＳＣ 購入年月日 令和7 年 ７ 月 ７ 日 

購 入 価 格 円 
ヘルメットの購入費用（税込・１個分） 

交付申請額 
円 ・購入金額の２分の１（上限２，０００円） 

・１０円未満の端数は切り捨て 

添付書類 
(1)名古屋市自転車乗車用ヘルメット購入補助金申請に係るチェックシート 
(2)代金の支払い手続きが完了したことを証する書類（領収証等） 
(3)別紙付表 
(4)「メーカー」又は「品名・品番」がわからない場合は、保証書や認証マークを明瞭に撮影した写真等、安全基準が確認できる書類 
(5)その他本市が必要と認める書類 

 
（店舗等記入欄）領収証等が添付できない場合は、店舗等記入欄に証明を受けてください。 

購入店舗等 

証明欄 

 上記、メーカー、品名、購入年月日、購入価格のとおり、安全基準を満たすヘルメッ
トを販売したことを証明します。 

  令和7 年７月７日 

（店舗等所在地）名古屋市中区三の丸三丁目１番 

（店舗等名称） マルハチ自転車販売                   印 

誓約事項（□に✔を入れてください） 

申請に当たり、次の事項を確認し、遵守することを誓約します。 

(1)過去にヘルメットの購入について、同補助金の適用及び他の補助金の適用を受けていません。（他の自

治体で、愛知県との協調によるヘルメット購入補助金の適用を受けていないことを含む） 

(2)名古屋市暴力団排除条例（平成 24 年名古屋市条例第 19 号）第 2  条第 2  号に規定する暴力団員又は暴

力団員と密接な関係を有する者ではありません。 

(3)同一の補助対象経費に対する他の補助金の適用を受けていません。 

(4)購入したヘルメットは新品であり、中古品（未使用品含む）ではありません。 

(5)ヘルメット購入後に発生した事故等について、県及び市が一切の責任を負わないことについて了承し

ます。 

(6)申請内容に虚偽があった場合は、市に対して補助金を返還します。 

□ 

申請日（期限:令和 8年 2月 27 日） 

記入を誤ってしまった場合、 

修正ペン等は使わず、誤字を二

重線で抹消のうえ、上部に正し

い文字を記入してください。 

           太郎 

（例）丸八 花子 

 

ボールペンで全て記入して

ください。 

※鉛筆や消せるボールペン

は使用しないでください。 

 

１個あたりのヘルメットの金額を記入してください。 

※購入金額がわかる領収証等を必ず同封 

✔

領収証等の添付がある場合は 

この欄の記入は不要です。 

✔ 

チェックが必要です 

マ ル ハ

チ 自 転

車販売 

購入価格の２分の１の金額を記入してください。 

（１０円未満切り捨て、上限２，０００円） 

※記入を誤ってしまった場合 

「交付申請額」については、二重線で訂正ができません。 

申請書の書き直しをお願いします。 

法人印または 

店舗の担当者印 

を押してもらう 

購入日 

 

平成 19 年 4 月 2 日以降に生まれた方

は、保護者を申請者にしてください。

※上記以外は原則使用者を申請者とし

てください。

「友人」「夫」「妻」「父」「母」「祖父・母」は不可
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別紙付表

補助金振込先口座（申請者本人名義に限る）

金融機関名
及び支店名

銀行 ・ 信組
金庫 ・ 農協

本店
支店

出張所

預金種目

口座番号

カナ表記

口座名義

普通　・　当座

記入例

別紙付表

補助金振込先口座（申請者本人名義に限る）

金融機関名
及び支店名

銀行 ・ 信組
金庫 ・ 農協

本店
支店

出張所

預金種目

口座番号

カナ表記

口座名義

普通　・　当座

口座名義は必ず申請者名と
同一のものとしてください

●ゆうちょ銀行の場合
　振込専用の支店名（二一八など）及び口座番号を記入してください
　不明の場合は郵便局窓口にお問い合わせください

丸八 丸の内

丸　八　　太　郎

マルハチ　タロウ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

地域・家庭・職場では交通安全教育に努めること

全ての自転車利用者はヘルメットの着用に努めること

自転車事故に備えた自転車損害賠償保険等に加入すること（義務）

未成年者についてはその保護者が加入すること（義務）

車道が原則、左側を通行 歩道は例外、歩行者を優先

交差点では信号と一時停止を守って、安全確認

夜間はライトを点灯

飲酒運転は禁止

2人乗り（注）、並進（注）、ながら運転（傘さし運転、スマホ等使用運転、イ

ヤホン等使用運転）、妨害運転等は違反 （注）一部例外あり

自転車の悪質利用者には「自転車運転者講習」の受講が命じられる

普段から点検・整備、盗難防止対策を忘れない

側面に反射器材を装着すると事故防止に有効

自転車事故による被害を軽減するためには、頭部を守ることが重要

自転車乗車用ヘルメットは、正しく着用

・ヘルメットの先端がまゆ毛のすぐ上にくる角度で左右均等にかぶる

・あごひもを必ずしめる

・耳元のひもはねじれないようにする

・安全基準を満たしたヘルメットをかぶる

以上のことを確認し、名古屋市自転車乗車用ヘルメット購入補助金を申請します。

年 月 日

氏名

（様式 1）

名古屋市自転車乗車用ヘルメット購入補助金申請に係るチェックシート 

名古屋市自転車の安全で適正な利用促進に関する条例の主な内容 チェック欄

自転車の交通ルール等について 

自転車乗車用ヘルメットについて 

全てのチェック欄に✓を入れてください。

口座番号は右詰めで記入してください。
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別紙付表

補助金振込先口座（申請者本人名義に限る）

金融機関名
及び支店名

銀行 ・ 信組
金庫 ・ 農協

本店
支店

出張所

預金種目

口座番号

カナ表記

口座名義

普通　・　当座

記入例

別紙付表

補助金振込先口座（申請者本人名義に限る）

金融機関名
及び支店名

銀行 ・ 信組
金庫 ・ 農協

本店
支店

出張所

預金種目

口座番号

カナ表記

口座名義

普通　・　当座

口座名義は必ず申請者名と
同一のものとしてください

●ゆうちょ銀行の場合
　振込専用の支店名（二一八など）及び口座番号を記入してください
　不明の場合は郵便局窓口にお問い合わせください

丸八 丸の内

丸　八　　太　郎

マルハチ　タロウ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

地域・家庭・職場では交通安全教育に努めること

全ての自転車利用者はヘルメットの着用に努めること

自転車事故に備えた自転車損害賠償保険等に加入すること（義務）

未成年者についてはその保護者が加入すること（義務）

車道が原則、左側を通行 歩道は例外、歩行者を優先

交差点では信号と一時停止を守って、安全確認

夜間はライトを点灯

飲酒運転は禁止

2人乗り（注）、並進（注）、ながら運転（傘さし運転、スマホ等使用運転、イ

ヤホン等使用運転）、妨害運転等は違反 （注）一部例外あり

自転車の悪質利用者には「自転車運転者講習」の受講が命じられる

普段から点検・整備、盗難防止対策を忘れない

側面に反射器材を装着すると事故防止に有効

自転車事故による被害を軽減するためには、頭部を守ることが重要

自転車乗車用ヘルメットは、正しく着用

・ヘルメットの先端がまゆ毛のすぐ上にくる角度で左右均等にかぶる

・あごひもを必ずしめる

・耳元のひもはねじれないようにする

・安全基準を満たしたヘルメットをかぶる

以上のことを確認し、名古屋市自転車乗車用ヘルメット購入補助金を申請します。

年 月 日

氏名

（様式 1）

名古屋市自転車乗車用ヘルメット購入補助金申請に係るチェックシート 

名古屋市自転車の安全で適正な利用促進に関する条例の主な内容 チェック欄

自転車の交通ルール等について 

自転車乗車用ヘルメットについて 

全てのチェック欄に✓を入れてください。

口座番号は右詰めで記入してください。



お問い合わせ：名古屋市スポーツ市民局地域安全推進課　TEL：052-972-3040

令和7年度版

自転車安全利用テキスト
自転車用ヘルメット購入補助が受けられます！

領収書等貼付欄

自転車安全利用テキスト

名古屋市では、自転車事故の減少や自転車事故による被害者の保護など
を目的として、平成29年4月に「名古屋市自転車の安全で適正な利用の促
進に関する条例」が施行されました。（令和3年7月26日一部改正）

　自転車は手軽な乗り物ですが、安全に利用しないと交通事故の被害者や加
害者になる可能性があります。

【基本理念】
・市民一人ひとりが、自転車の安全利用について理解を深め、交通事故を防止するよう心がけ、
互いに譲り合う精神の醸成を図る。
・市その他の主体が、自転車を安全に利用することができる環境づくりに努め、もって安心して安
全に暮らせるまちの実現を目指す。

【条例のポイント】
・交通安全教育の充実
地域・家庭・職場での交通安全教育に努めましょう。
・乗車用ヘルメットの着用
自転車利用者はヘルメットを着用しましょう。
・自転車損害賠償保険等の加入義務化
自転車事故に備えた保険に加入しましょう。

―名古屋市自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例―

名古屋市では
条例で

令和3年10月1日より
ヘルメットの着用が

 全年齢努力義務※

になっています。

※道路交通法が改正され、令和 5年 4月 1日より全国の自転車利用者に対して努力義務が課されています。

市公式ウェブサイト
（申請フォームによる
申請はこちらから）




